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教員に求められる鮮異能測こ関するEこ-璃 境

































































































































































































































































































































































































































いて,その周りに教員 ｡保護者 ･地域住民 ･行政関係
者が相互に連携する協働体であること,従ってそこに
は相互のコミュニケーションがなければ機能しないと
いうことが理解できる｡
今や,教員が身に付けなければならない資質能力と
して,コミュニケーション能力が最も重要な資質能力
の一つといえる｡しかし,現在の青少年にその能力を
育成するのは,難しくなっている｡その能力は,今や
社会性 ･人格的能力として見倣されているように,
パーソナリティの一部ともいえるものなので,一朝一
夕には身に付かないものである.つまり,そのパーソ
ナリティ形成は経験が大きく影響するものであるか
ら｡携帯電話が普及したことで,会話も人間関係も淡
白になっている状況の下で,対立する他者と相互に理
解しあえるようになるまでのコミュニケーション能力
を身に付けることは難しいであろう｡しかし,難しい
からといって,諦めてはいけないことはいうまでもな
い｡
【参考資料】
･第15期中央審議会第 1次答申 (『21世紀を展望した
我が国の教育の在り方について』)平成8年7月
｡教育職員養成審議会第 1次答申 (『新たな時代に向
けた教員養成の改善方策について』)平成9年7月
｡国立の教員養成系大学 ｡学部の在り方に関する懇談
会報告書 (『今後の国立の教員養成系大学｡学部の在
り方について』)平成13年11月
･日本教育大学協会編 『教員養成 ｡専門職大学院に関
するプロジェクト報告書』平成17年3月
｡中央教育審議会答申 (『新しい義務教育を創造する』)
平成17年10月
･ヘルシンキ大学のホームページ :
htp://www.helsinki.fiノsokla/english/
classteacher.htm
